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調べた｡ (i,1/′2,0)を中心とした散漫散乱はMn70%附近で急速に弱くなり, その代 り
に(0,0,1)逆格子点に強い散漫散乱が現れる. これが反強磁性 LROの臨界散乱ではない事







相でもゆらいでお り低温で序々に Freezeする事によって SpinGlas的な性質が観測される,
いわゆるGT modelでうまく説明される｡このスピンの垂直成分のゆらぎは,中性子非弾性
散乱でもMagnonとは別のものとして確かめられた｡
Fe65Ni35 イ ン バー合金の
リエントラントスピングラス
東北大 ･工 宮崎照宜,岡本 巌,安藤康夫











腕をもつ枠型単結晶試料を切 り出した｡腕 と腕 との間隔は5-6mmであり,腕の幅は3- 4mm
更に厚さは約 400pmであった｡試料表面を数 pm電解研磨 した後 1000oCで1h焼鈍 した｡
これらの枠型試料に一,二次コイルをそれぞれ800, 110回巻き磁化測定用試料とした｡磁化
測定は交流並びに直流磁化測定装置により行ない最大印加磁界をそれぞれ0.340e, 100eと
した ｡
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